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表紙 ： 伊計島ハーリー大会での一コマ（Ｐ2関連）
市内各地でハーリー大会開催6/２０ 市内各地でハーリー大会開催6/２０
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　５月30日に開催された平成22年度沖縄県少年少女

空手道選手権大会に、市内の空手道場に通う子どもた

ちが出場し、見事な成績を収めました。また、その中

で優勝や準優勝を勝ち取った４人の子どもたちは、県

代表として全国大会へ出場します。

　６月10日、市役所を訪れた子どもたちや道場の関係

者らが、島袋市長へ喜びと全国大会への抱負を話しま

した。

　全国大会は、８月７日、８日の２日間、東京武道館

で行われます。

6/7　新 しい教育委員が決まりました 

沖縄県少年少女空手道選手権大会入賞報告 

6/3　緑化推進活動の模範 

日頃の鍛錬の成果を発揮 

　６月３日、うるま市市民音頭検討委員会、照屋寛八

委員長より市長へ「うるま市市民音頭」制定について

答申がなされました。

　「うるま市音頭」の歌詞は、応募のあった26件の

中から、愛知県在住の石井昭吉氏の作品に決定し、同

委員会にて補作。作曲、編曲及び振付を同検討委員の

神谷幸一氏、赤嶺康氏、兼島順子氏がそれぞれ手がけ、

完成しました。

　島袋市長は、答申を受け「うるま市音頭」によって、

より市民の一体感が醸成されていくことになると期待

を寄せました。

正七位瑞宝双光章

　　　　知念 順榮氏（２月４日逝去）

　　　　うるま市字具志川【元中学校校長】

市民音頭　答申 

− 叙位叙勲 −

市民音頭完成で、より市民の一体感を醸成 

5/18　国勢調査実施本部 を設置 

5/27  学校給食訪問 

ち　ねん   じゅんえい

　「食育」の一環として、石川給食センターの栄養士

や調理員などが伊波小学校を訪問して、給食の様子を

見学しました。訪問は、子どもたちに給食に対して関

心を持ってもらうとともに、その様子を知ることで、

今後の学校給食に生かすことがねらい。子どもたちは、

「残さず給食を食べてますか」との質問に対し、手を

上げて元気よく「はい」と答えていました。

　本市では今年の10月１日、

全国一斉に実施される国勢

調査を円滑に推進するため、

５月18日に実施本部を設置

しました。

　９月下旬に調査員が、世

帯を訪問して調査票を配布

いたしますので、調査票の

ご記入、ご提出をお願いい

たします。

　河川敷の清掃活動

や桜の植樹などを通

し、石川川の環境保

全に取り組んでいる

「NPOいひちゃー川

を蘇生させる会」（池

原トモ子会長）が、

このほど「みどりの

愛護」功労者国土交通大臣表彰を受賞しました。

　６月６日の野原勝前教育委員長の

任期満了に伴い、６月７日、安村和子

氏が新しく教育委員に任命されました。

（5/19  第59回うるま市議会にて同意）

　また、同日開催されたうるま市教

育委員会定例会において、栄門忠光

氏が教育委員長に選任されました。

　うるまの夏の風物詩、ハーリー。
　今年も、旧暦５月４日のユッカヌヒーを過ぎた６月 20 日か
ら伊計、桃原、平安座、屋慶名の４地区を皮切りにうるま市
のハーリー大会が幕を開けました。
　各大会とも市内外から多くのチームが参加して熱戦が繰り
広げられました。
　岸では、鐘や太鼓を打ち鳴らして選手を応援。選手も見事な
櫂さばきで見応えのあるレースを展開し、観客を魅了しました。

　７月に市内各地で開催されるハーリー大会の日程は、左の
表のとおりとなっています。海の上の暑い戦いを、一度観戦
してみてはいかがでしょうか？

てる     や   ひろ  はち

いし    い    あき  よし

かみ    や    こう  いち あか  みね やすし かね  しま  じゅんこ

の     はら まさる

やす   むら  かず    こ

やす むら    かず  こ 

えい  もん   ただ   みつ

市内のハーリー大会日程 市内のハーリー大会日程 市内のハーリー大会日程 

比嘉ハーリー大会 
日時　７月４日（日）午前10時 
場所　比嘉港湾内 
お問合せ 

比嘉公民館　1977-7227 
 
浜ハーリー大会 
日時　７月11日（日）午前10時 
場所　浜漁港内 
お問合せ 

浜公民館　1977-8450 
 
平敷屋ハーリー大会 
日時　７月18日（日）午前10時 
場所　平敷屋港湾内 
お問合せ 

勝連漁業協同組合　1983-0003 
 
石川ハーリー大会 
日時　７月25日（日）午前９時 
場所　石川漁協周辺 
お問合せ 
大会受付窓口（商工会石川支所内） 
1965-4441

見事上位入賞を果たした子どもたち

島袋市長へ答申を行った市民音頭検討委員会のみなさん

↑配送車には、市内の児童生
徒が描いた「美味しい給食」
の絵が掲示されています。

教育委員 

安村 和子氏 
（与那城平安座） 
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　５月30日に開催された平成22年度沖縄県少年少女

空手道選手権大会に、市内の空手道場に通う子どもた

ちが出場し、見事な成績を収めました。また、その中

で優勝や準優勝を勝ち取った４人の子どもたちは、県

代表として全国大会へ出場します。

　６月10日、市役所を訪れた子どもたちや道場の関係

者らが、島袋市長へ喜びと全国大会への抱負を話しま

した。

　全国大会は、８月７日、８日の２日間、東京武道館

で行われます。

6/7　新 しい教育委員が決まりました 

沖縄県少年少女空手道選手権大会入賞報告 

6/3　緑化推進活動の模範 

日頃の鍛錬の成果を発揮 

　６月３日、うるま市市民音頭検討委員会、照屋寛八

委員長より市長へ「うるま市市民音頭」制定について

答申がなされました。

　「うるま市音頭」の歌詞は、応募のあった26件の

中から、愛知県在住の石井昭吉氏の作品に決定し、同

委員会にて補作。作曲、編曲及び振付を同検討委員の

神谷幸一氏、赤嶺康氏、兼島順子氏がそれぞれ手がけ、

完成しました。

　島袋市長は、答申を受け「うるま市音頭」によって、

より市民の一体感が醸成されていくことになると期待

を寄せました。

正七位瑞宝双光章

　　　　知念 順榮氏（２月４日逝去）

　　　　うるま市字具志川【元中学校校長】

市民音頭　答申 

− 叙位叙勲 −

市民音頭完成で、より市民の一体感を醸成 

5/18　国勢調査実施本部 を設置 

5/27  学校給食訪問 

ち　ねん   じゅんえい

　「食育」の一環として、石川給食センターの栄養士

や調理員などが伊波小学校を訪問して、給食の様子を

見学しました。訪問は、子どもたちに給食に対して関

心を持ってもらうとともに、その様子を知ることで、

今後の学校給食に生かすことがねらい。子どもたちは、

「残さず給食を食べてますか」との質問に対し、手を

上げて元気よく「はい」と答えていました。

　本市では今年の10月１日、

全国一斉に実施される国勢

調査を円滑に推進するため、

５月18日に実施本部を設置

しました。

　９月下旬に調査員が、世

帯を訪問して調査票を配布

いたしますので、調査票の

ご記入、ご提出をお願いい

たします。

　河川敷の清掃活動

や桜の植樹などを通

し、石川川の環境保

全に取り組んでいる

「NPOいひちゃー川

を蘇生させる会」（池

原トモ子会長）が、

このほど「みどりの

愛護」功労者国土交通大臣表彰を受賞しました。

　６月６日の野原勝前教育委員長の

任期満了に伴い、６月７日、安村和子

氏が新しく教育委員に任命されました。

（5/19  第59回うるま市議会にて同意）

　また、同日開催されたうるま市教

育委員会定例会において、栄門忠光

氏が教育委員長に選任されました。

　うるまの夏の風物詩、ハーリー。
　今年も、旧暦５月４日のユッカヌヒーを過ぎた６月 20 日か
ら伊計、桃原、平安座、屋慶名の４地区を皮切りにうるま市
のハーリー大会が幕を開けました。
　各大会とも市内外から多くのチームが参加して熱戦が繰り
広げられました。
　岸では、鐘や太鼓を打ち鳴らして選手を応援。選手も見事な
櫂さばきで見応えのあるレースを展開し、観客を魅了しました。

　７月に市内各地で開催されるハーリー大会の日程は、左の
表のとおりとなっています。海の上の暑い戦いを、一度観戦
してみてはいかがでしょうか？
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比嘉ハーリー大会 
日時　７月４日（日）午前10時 
場所　比嘉港湾内 
お問合せ 

比嘉公民館　1977-7227 
 
浜ハーリー大会 
日時　７月11日（日）午前10時 
場所　浜漁港内 
お問合せ 

浜公民館　1977-8450 
 
平敷屋ハーリー大会 
日時　７月18日（日）午前10時 
場所　平敷屋港湾内 
お問合せ 

勝連漁業協同組合　1983-0003 
 
石川ハーリー大会 
日時　７月25日（日）午前９時 
場所　石川漁協周辺 
お問合せ 
大会受付窓口（商工会石川支所内） 
1965-4441

見事上位入賞を果たした子どもたち

島袋市長へ答申を行った市民音頭検討委員会のみなさん

↑配送車には、市内の児童生
徒が描いた「美味しい給食」
の絵が掲示されています。

教育委員 

安村 和子氏 
（与那城平安座） 
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平成22年度 全国高等学校総合体育大会
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級　

出
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柔
道
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技 　≪中部農林高校相撲部木崎監督の一言≫

　『地元開催の全国総体に出場が決定し、大変喜んでいま
す。うるま市民の皆さんに感動を与えられるような大会に
したいと思います。』応援宜しくお願い申し上げます。

★
走
り
高
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出
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★
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７月２８日 ８月２０日

西野聖華（3年）
にし  の  きよ   か

山城将吾（2年）
やま しろ しょう ご

玉城孝太（2年）
たま しろ こう  た

福里勇弥（2年）
ふく ざと  ゆう  や

和宇慶一騎（３年）
わ    う    け  かず  き

和宇慶賢人（３年）
わ    う    け  けん  と

国場健吾（3年）
こく   ば  けん  ご

友寄大貴（3年）
とも よせ だい  き

屋良太章（3年）
や　 ら  たか のり

嘉陽田絃矢（3年）
か  よう  だ   げん  や

濱崎義之（2年）
はま さき よし ゆき

屋宜夏樹（３年）
や    ぎ  なつ  き

稲嶺貴大（2年）
いな みね たか ひろ

伊波龍夢（2年）
い　 は  たつ  む

新膳毅大（３年）
しん ぜん たけ はる

仲嶺成人（３年）
なか みね なる  と

宮里　綾（３年）
みや ざと　　 りょう

與古田尚矢（３年）
よ    こ    だ しょう や

与那嶺海斗（３年）
よ   な  みね  かい  と

山本浩太（３年）
やま もと  こう  た
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★
走
り
幅
跳
び　

出
場

　
・ 

屋
良　

太
章（
３
年
）

や　

ら　
　

  

た
か 

の
り

陸
上
競
技

７月２８日 ８月２０日

西野聖華（3年）
にし  の  きよ   か

山城将吾（2年）
やま しろ しょう ご

玉城孝太（2年）
たま しろ こう  た

福里勇弥（2年）
ふく ざと  ゆう  や

和宇慶一騎（３年）
わ    う    け  かず  き

和宇慶賢人（３年）
わ    う    け  けん  と

国場健吾（3年）
こく   ば  けん  ご

友寄大貴（3年）
とも よせ だい  き

屋良太章（3年）
や　 ら  たか のり

嘉陽田絃矢（3年）
か  よう  だ   げん  や

濱崎義之（2年）
はま さき よし ゆき

屋宜夏樹（３年）
や    ぎ  なつ  き

稲嶺貴大（2年）
いな みね たか ひろ

伊波龍夢（2年）
い　 は  たつ  む

新膳毅大（３年）
しん ぜん たけ はる

仲嶺成人（３年）
なか みね なる  と

宮里　綾（３年）
みや ざと　　 りょう

與古田尚矢（３年）
よ    こ    だ しょう や

与那嶺海斗（３年）
よ   な  みね  かい  と

山本浩太（３年）
やま もと  こう  た

� 広報うるま 2010　7月号　



★
団
体
フ
ル
ー
レ　

出
場

★
個
人
フ
ル
ー
レ　

出
場

　
・ 

與
古
田　

翔
太（
２
年
）

よ　

 

こ　

だ　
　

し
ょ
う  

た

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技

石
川
高
等
学
校

石
川
高
等
学
校

★
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦　

出
場

　
・ 

外
間　

結（
１
年
）

　

  

外
間　

優
花（
１
年
）

ほ
か  

ま　
　

   

ゆ　

か

ほ
か  

ま　
　

  

ゆ
い

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

うるま市では、相撲競技（８月２日～８月４日）とサッカー競技（７月３１日～８月７日）が開催されます。

平成22年度全国高等学校総合体育大会　うるま市実行委員会事務局　 989－3110

外間　結（1年）
ほか  ま　　　ゆい

外間優花（1年）
ほか  ま　 ゆ   か

棚田健斗（2年）
たな  だ   けん  と

山城海晴（2年）
やま しろ かい せい

與古田翔太（2年）
よ    こ    だ しょう た

自治会も大会を支援自治会も大会を支援
　美ら島沖縄総体の成功に向け、市内の全自治会が
プランターへの苗の植付けから育成、管理を行い大会
を支援します。
　大会期間中は、競技会場周辺や歩道に設置され、
選手や大会関係者を満開の花で出迎えます。

高校生一人一役活動高校生一人一役活動
　沖縄県立沖縄高等特別支援学校窯業コース３年
生の皆さんが、県外から訪れる選手への記念品とし
て、焼き物のシーサー写真立てを製作しています。１
日に５０個製作し１，９００個完成を目指します。

６月１日に行われた説明会の様子シーサー写真立ての製作に励む生徒たち

�7月号　広報うるま 2010



図書館では、毎月テーマ別に特集を組んで
たくさんの資料を展示・紹介しています。

1
1
1

　坂本龍馬ってどんなひと？　坂本龍
馬の生涯を龍馬のエピソードとともに、
解説。そして、龍馬の周りの人びとや、
現在の龍馬人気までをわかりやすく解
説。児童向けですが、大人の方もどうぞ。

幕末の時代背景とともに、その中をか
けぬけた龍馬を克明に描く時代小説の
傑作。魅力的な登場人物と軽快な会話、
龍馬ファンなら、最初に読んでおきたい
小説として親しまれています。

龍馬の人気はこの小説からはじまっ
た！『汗血千里の駒』は、坂本龍馬を題材
にした小説の第１号で、明治16年に新
聞で連載されると大きな反響を呼んだ
という一冊です。分かりやすい現代語訳
版。

龍馬の行動力はすごい！　龍馬は、ど
う日本を駆けめぐったのでしょう。龍馬３
３歳の人生の軌跡を地図で歩く。その
他、史跡なども紹介し、龍馬を訪ねる旅
行ガイドとしてもどうぞ。

知っている？

うるまＹＡ

坂本龍馬特集

7 広報うるま 2010　7月号　
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国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
等
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
※
任
意
加
入
被

保
険
者
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

　

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度
に
は

「
申
請
免
除
」
と
「
法
定
免
除
」
の
２
つ

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
受
け
ら
れ
る
免

除
制
度
で
す
。
下
の
表
の
通
り
４
段
階
に

わ
か
れ
て
お
り
、
申
請
開
始
時
期
は
毎
年

７
月
１
日
か
ら
で
す
。
ま
た
、
30
歳
未
満

の
方
に
は
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
審
査
で

保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」、
学
生
の
方
に
は
本
人
の

所
得
審
査
で
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

法
定
免
除

　

障
害
基
礎
年
金
や
生
活
保
護
法
の
生
活

扶
助
を
受
給
し
て
い
る
方
な
ど
を
対
象
と

し
た
免
除
制
度
で
す
。
受
給
が
決
定
し
た

時
点
で
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
申
請
免
除
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】 

・
年
金
手
帳

・
印
か
ん（
本
人
が
自
署
す
る
場
合
は
不
要
）

・
世
帯
外
の
人
が
代
理
で
申
請
す
る
場
合

は
委
任
状

・
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
と
き
は
、
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
コ
ピ
ー
可
）

等
・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
は
、

前
年
の
所
得
証
明
書
（
審
査
に
必
要
な

す
べ
て
の
方
の
分
）

継
続
申
請

　

保
険
料
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付

猶
予
（
一
部
納
付
を
除
く
）
の
申
請
時
に
、

翌
年
度
以
降
も
申
請
を
行
う
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
希
望
す
る
こ
と
で
、
翌
年
度
以
降

は
申
請
を
行
わ
な
く
て
も
継
続
し
て
申
請

が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
自
動
的
に
審
査
さ

れ
る
制
度
で
す
。

　

継
続
申
請
を
希
望
さ
れ
た
方
で
前
年
度

に
全
額
免
除
又
は
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ

た
方
は
、
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
免
除
の
結
果
通
知
書
が
届
く

の
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
度
の
所
得
申
告
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
早
め
に
所
得
申
告
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。
所
得
の
審
査
が
で
き
な

い
た
め
決
定
が
遅
れ
た
り
、
継
続
申
請

が
取
り
消
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
他
市
町
村

か
ら
う
る
ま
市
に
転
入
さ
れ
た
方
で
、

前
住
地
に
お
い
て
継
続
申
請
を
希
望
さ

れ
た
方
は
、
所
得
審
査
に
時
間
を
要
し

ま
す
。
早
め
の
決
定
を
ご
希
望
の
場
合

は
、
前
住
の
市
町
村
か
ら
所
得
証
明
書

を
取
り
寄
せ
て
、
改
め
て
う
る
ま
市
に

申
請
を
出
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

継
続
申
請
の
承
認
を
受
け
た
が
、
納
付

を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　

継
続
申
請
取
下
申
出
を
し
な
い
と
納
付

書
が
送
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
全
額
免
除

で
は
な
く
一
部
免
除
を
希
望
さ
れ
る
場
合

も
継
続
申
請
取
下
申
出
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
年
金
課
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
だ
よ
り

市
民
課
年
金
係 

1
９
７
３
‐
５
４
９
８

平
成
22
年
度
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始

夜間年金相談のご案内
—本庁舎で実施します−

　7月は水曜日を除く平日午後7時まで窓口事務を

延長しています。

　お仕事で日中の時間のとれない方、免除希望の方

はご利用ください！

※年金相談希望の方は、年金事務所へ年金記録の

確認をあらかじめ行っておきますので、できるだけ

事前にお電話でご予約ください。

免除制度 申請できる
年齢

前年所得の
審査対象者

承認期間中に
納める月額保険料

全額免除 20 〜 60 歳 本人・配偶者・
世帯主 0 円

4 分の 3 免除
（4 分の 1 納付）

20 〜 60 歳 本人・配偶者・
世帯主 3,780 円

半額免除
（2 分 1 納付）

20 〜 60 歳 本人・配偶者・
世帯主 7,550 円

4 分の 1 免除
（4 分の 3 納付）

20 〜 60 歳 本人・配偶者・
世帯主 11,330 円



予
防
が
大
事
！

予
防
接
種
率
95
％
を
め
ざ
し
て

な
ぜ
二
回
接
種
が
必
要
な
の
？

早
め
の
接
種
を
！

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
の
為

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
は
必
ず
２
回
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）

の
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
。

　

発
症
す
る
と
重
症
化
し
や
す
い
麻
し
ん
等

の
感
染
症
は
予
防
が
大
切
で
す
。
楽
し
い
夏

を
過
ご
す
為
に
も
、
予
防
接
種
が
ま
だ
の
方

は
早
め
に
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
は
、
麻
し
ん
（
は
し
か
）・
風
し
ん

（
三
日
は
し
か
）
の
予
防
に
つ
い
て
、
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

麻
し
ん
は
、
か
か
る
と
高
熱
や
発
疹
な
ど
の

重
い
症
状
以
外
に
、
肺
炎
や
脳
炎
な
ど
の
生
命

を
脅
か
す
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

風
し
ん
は
、
妊
娠
初
期
の
女
性
が
か
か
る
と

胎
児
が
心
臓
病
や
白
内
障
、
聴
覚
障
害
を
持
っ

て
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。
ま
た

大
人
に
な
っ
て
か
か
る
と
重
症
化
し
や
す
い
で

す
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
ど
ち
ら
の
病
気
も
感
染
力

が
強
く
、
根
本
的
な
治
療
法
は
な
い
の
で
、
予

防
が
大
切
で
す
。

健康支援課
1973−3209

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
は
予
防
接
種
で
予
防
可
能

な
感
染
症
で
す
。
本
人
が
か
か
ら
な
い
、
重
症

化
し
な
い
た
め
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
周

り
に
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
も
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

昭
和
40
年
代
に
風
し
ん
の
流
行
で
多
く
の
先

天
性
風
疹
症
候
群
の
子
ど
も
達
が
生
ま
れ
大
き

な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
～
13
年
の
間
に
２
度
の
大
き
な
流

行
が
あ
り
、
県
内
で
９
名
の
乳
幼
児
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
２
度
と
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
、
麻
し
ん
を
蔓
延
さ
せ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）

の
接
種
率
が
95
％
以
上
を
保
つ
こ
と
で
流
行
を

防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、

平
成
18
年
４
月
か
ら
２
回
接
種
が
導
入
さ
れ
、

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）
を

接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

う
る
ま
市
の
平
成
21
年
度
麻
し
ん
・
風
し
ん

第
１
期(

１
歳
～
２
歳
未
満
児)

の
接
種
率
は

94
・
６
％
。

　

第
２
期
（
小
学
校
就
学
前
1
年
間
の
子
）
の

接
種
率
は
89
・
６
％
で
流
行
防
止
に
効
果
的
と

さ
れ
る
95
％
に

は
達
し
て
い
な

い
状
況
で
す
。

◆
理
由
・
そ
の
１

　

１
回
の
接
種
で
免
疫
が
つ
か
な
か
っ
た
子
ど

も
た
ち(

数
％
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す)

に
免
疫
を
与
え
ま
す
。

◆
理
由
・
そ
の
２

　

１
回
の
接
種
で
免
疫
が
つ
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
そ
の
後
の
時
間
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
免

疫
が
減
衰
し
た
子
ど
も
た
ち
に
再
び
刺
激
を
与

え
、
免
疫
を
強
固
な
も
の
に
し
ま
す
。

◆
理
由
・
そ
の
３

　

１
回
目
に
接
種
し
そ
び
れ
た
子
ど
も
た
ち
に

も
う
１
度
、
接
種
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ま
す
。

　

第
１
期
は
１
歳
～
２
歳
未
満
が
公
費
負
担（
無

料
）
の
対
象
で
す
。
１
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え

た
ら
、
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
22
年
度
の
第
２
期
予
防
接
種
の
対
象
者

は
、来
年
度
に
小
学
校
入
学
を
迎
え
る
幼
児
（
平

成
16
年
４
月
２
日
～
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
皆
さ
ん
で
す
。
平
成
23
年
３
月
31
日
を

過
ぎ
る
と
、公
費
負
担
（
無
料
）
対
象
外
と
な
り
、

自
己
負
担
で
の
接
種
と
な
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉

国
立
感
染
症
研
究
所
、
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
、

麻
し
ん
Q
&
A

h
ttp
://id

s
c
.n
ih
.g
o
.jp
/d
is
e
a
s
e
/

m
easles/Q

A
.htm

l

は
し
か
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

http://w
w
w
.osh.or.jp/hashikazero/

index.htm
l

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
の
為

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
は
必
ず
２
回
受
け
ま
し
ょ
う
！

麻
し
ん
・
風
し
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
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【国民健康保険税の納期限】
１期

２期

３期

４期

５期

６期

７期

８期

平成22年

平成22年

平成22年

平成22年

平成22年

平成23年

平成23年

平成23年

８ 月

８ 月

９ 月

11 月

11 月

１ 月

１ 月

２ 月

２ 日

31 日

30 日

１ 日

30 日

４ 日

31 日

28 日

　平成 22 年度の国民健康保険税納税通知書を７月
中旬にお送りします。
　最寄りの金融機関や、うるま市役所国民健康保険
課窓口にて納めてください。

　現在お持ちの後期高齢者医療被保険者証は、８月
から新しい被保険者証に切り替わり、有効期限が平
成 23 年７月31日になります

※月末が土・日・祝祭日の場合は金融機関等の翌営
業日が納期限となるため、月に２度納期限が設定さ
れる月があります。

◆国民健康保険税は納期内に納めましょう。
　国保税は、みなさんの医療費にあてられる国保の
大切な財源です。必ず納期内に納めましょう。

どうしても納付が難しいときは・・・
　失業、倒産、破産、災害や病気などのやむを得な
い事情により、生活が著しく困難になり国保税の納
付が難しい場合は、国保税の分割納付や減免等もで
きる場合がありますので、お早めに国保課窓口まで
ご相談ください。

◆国保税の納付は口座振替がおすすめです。
　口座振替にすると納め忘れの心配がありません。
また、一度手続きをすれば翌年度からも自動的に継
続されます。
—手続き方法—
　預金通帳、通帳届け出印、国保税の納付書を持参
　し、国保課窓口、または最寄りの金融機関窓口で
　手続きをしてください。

◆高校生世代以下への短期被保険者証の交付について
　国民健康保険法の一部が改正され、平成 22 年７
月１日から、国保税に未納がある世帯で高校生世代
以下（18 歳に達する日以後の最初の３月31日まで）
の方には、有効期限が６か月の短期被保険者証を交
付します。
　該当世帯の方は平成 22 年７月１日より、保険証切
り替えの受付を行います。保険証をご持参の上、国
保課窓口までお越しください。

　保険料を完納している方（平成 22 年６月20日
までに完納した方）へは、新しい被保険者証を７月
中旬以降順次郵送いたします。

　保険料を滞納している方、または事前に窓口受
取を希望し申請されている方は、７月１日から３１
日までにうるま市役所本庁（具志川庁舎）国民健康
保険課後期高齢者医療窓口で保険証の切り替えをお
願いいたします。

7月から長寿医療（後期高齢者医療）
保険料の納付が始まります

〜保険料は納期限内に納めましょう〜

　平成 22 年度の長寿医療（後期高齢者医療）の納
付通知書を７月上旬に送付いたします。最寄の金融
機関やゆうちょ銀行（郵便局）にて納めてください。

●保険料の納付が年金天引きされている方
　納付通知書は届きませんが、年金天引き額のお知
らせ通知（ハガキ）が届きます。

●保険料の納付が口座振替されている方
　納付通知書は届きますが、金融機関窓口等で納付
する必要はありません。各期の月末に、ご登録のあ
ります口座にて保険料が引落しになります。
※納付通知書に「あなた様の保険料は預金口座振替
です」と記載しています。

どうしても納付が難しいときは
　災害やその他特別の事情により、生活が著しく困
難になり、保険料の納付が難しい場合は、納付相談
により保険料の分割納付などができる場合がありま
す。滞納のままにせずに、お早めにご相談ください。

平成22年度の国民健康保険税の
納付が７月から始まります

平成22年８月から被保険者証が
切り替わります

お問い合わせ
国民健康保険課　☎９７３−３２０２

お問い合わせ
国民健康保険課　老人医療係

☎９７３−３177（内線1170・1171）

国民健康保険から
のお知らせ

長寿医療（後期高齢者医療）制度、
被保険者のみなさまへ
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子
育
て
・
健
康

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
「
現
況
届
」
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
方
は
、
受
給
資
格
確
認
の
た
め
、

毎
年
「
現
況
届
」
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
出

が
な
い
場
合
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
に
つ
い

て
は
、「
母
子
・
父
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
」

の
現
況
届
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

・
届
出
は
受
給
者
本
人
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
代
理
人
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
）

・
所
得
制
限
に
よ
り
手
当
が
支
給
停
止
に
な
っ

て
い
る
方
も「
現
況
届
」は
必
要
で
す
。

・「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
い
で
２
年
を
経

過
す
る
と
、
時
効
に
な
り
手
当
を
受
け
る

資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
個
人
宛
の
通
知
書
で
指
定
さ
れ
た
日
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所
得
の
申
告

を
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
方
は
、
現
況
届
を

提
出
す
る
前
に
所
得
の
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

「
こ
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
相
談
メ
ー
ル
」

児
童
家
庭
課
家
庭
児
童
相
談
室
で

メ
ー
ル
相
談
を
開
設
し
ま
し
た
。

【
相
談
内
容
】

・
子
ど
も
本
人
か
ら
の
悩
み
相
談
（
い
じ

め
、
親
子
関
係
、
友
人
関
係
、
な
ど
）
。

・
子
育
て
中
の
親
等
か
ら
子
育
て
に
関
す
る

悩
み
全
般
。

【
回
答
方
法
】

・
相
談
内
容
を
確
認
し
た
あ
と
、
送
信
元
へ

受
信
確
認
メ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

・
一
般
的
な
相
談
や
情
報
提
供
に
つ
い
て

は
、
メ
ー
ル
で
回
答
し
ま
す
。

※
内
容
に
よ
っ
て
は
メ
ー
ル
で
の
回
答
は
で

き
ま
せ
ん
。
必
要
に
応
じ
て
電
話
か
面
接

相
談
と
な
り
ま
す
。

【
注
意
】

・
名
前
、
連
絡
先
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
記
入
が
な
い
場
合
は
回
答

で
き
ま
せ
ん
。

・
メ
ー
ル
で
の
相
談
は
24
時
間
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
確
認
や
回
答
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。

　
　

特
に
、
週
末
や
祝
日
等
が
続
く
場
合
に

は
、
メ
ー
ル
確
認
や
回
答
が
遅
れ
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
添
付
フ
ァ
イ
ル
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
】

・
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
家
庭
児
童
相
談

室
ま
で
電
話
く
だ
さ
い
。

【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

  kodom
o-soudan@

city.urum
a.lg.jp

【
お
問
い
合
わ
せ
】

う
る
ま
市
児
童
家
庭
課 

家
庭
児
童
相
談
室

1
９
７
３
｜
５
０
４
１
（
家
庭
児
童
相
談
室
）

1
９
７
３
｜
４
９
８
３
（
児
童
家
庭
課
）

　

う
る
ま
市
児
童
虐
待
防
止
講
演
会

　

地
域
で
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
た
め

の
児
童
虐
待
防
止
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
多

く
の
市
民
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
演　

題
】「
子
ど
も
達
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

【
講　

師
】
山や

ま
う
ち内　

優ゆ
う
こ子沖

縄
大
学
非
常
勤
講
師

【
と　

き
】
８
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

【
と
こ
ろ
】
市
民
芸
術
劇
場　

燈
ホ
ー
ル

【
対　

象
】
一
般
市
民

【
入
場
料
】
無
料

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

児
童
家
庭
課

1
９
７
３
｜
４
９
８
３

地域 受付期間 受付場所 受付時間

与那城地域 8月 3日（火） 与那城庁舎
２階市民ロビー

・午前９時〜 11時 30分
・午後１時〜４時

勝連地域 8月 4日（水） 勝連シビックセンター

石川地域 8月 5日（木）〜 6日（金） 石川保健相談センター
２階ホール

具志川地域 8月9日（月）〜20日（金）
（※土・日を除く）

うるま市役所本庁
３階第一会議室

追加窓口 8月 22日（日） うるま市役所本庁
３階第一会議室

・午前９時〜 11時 30分
・午後１時〜３時

児
童
家
庭
課

1
９
７
３
｜
４
９
８
３



127月号　広報うるま 2010

i n f o r m a t i o n

第
６
回　

う
る
ま
市
民
総
合
文
化
祭

　
「
う
ち
そ
ろ
て　

高
め
ら
な　

う
る
ま
市

の
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
今
年
も
ま
た
、
市
文

化
協
会
の
会
員
に
よ
る
舞
台
発
表
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
市
民
の
ご
観
覧
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
と　

き
】

　

７
月
17
日
（
土
）　

午
後
６
時
開
演

　

７
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

昼
の
部　

午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　

夜
の
部　

午
後
６
時
開
演

【
と
こ
ろ
】
市
民
芸
術
劇
場　

響
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
５
０
０
円

第
６
回　

し
ま
く
と
ぅ
ば
語
や
び
ら

う
る
ま
市
大
会

　

ふ
る
さ
と
の
言
葉
に
対
す
る
関
心
を
高

め
、
そ
の
価
値
を
見
直
す
機
会
を
提
供
し
、

地
域
文
化
の
継
承
発
展
の
一
助
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

【
と　

き
】
７
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時　

開
演

【
と
こ
ろ
】
市
立
勝
連
地
区
公
民
館

（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
無
料

お
知
ら
せ

特
別
障
害
者
手
当
（
20
歳
以
上
）・

障
害
児
福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
）
に

つ
い
て

　

在
宅
の
重
度
障
害
者
（
児
）
に
対
し
、
そ

の
著
し
く
重
度
の
障
害
に
よ
っ
て
生
じ
る
特

別
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
一
助
と
し
て
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
度
障
害
者

（
児
）
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

手
当
月
額
（
平
成
22
年
４
月
現
在
）

・
特
別
障
害
者
手
当　

２
６
，
４
４
０
円

・
障
害
児
福
祉
手
当　

１
４
，
３
８
０
円

【
対
象
】

特
別
障
害
者
手
当

　

在
宅
で
20
歳
以
上
で
、
著
し
く
重
度
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

方
。（
施
設
に
入
所
中
の
者
、
継
続
し
て

３
か
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

障
害
児
福
祉
手
当

　

在
宅
で
20
歳
未
満
で
、
著
し
く
重
度
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
、
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
。

（
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

【
申
請
方
法
】
医
師
の
診
断
書
・
そ
の
他
書

類
を
添
付
し
て
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
障
が
い
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
胃
が
ん
検
診
」
に
つ
い
て

　

う
る
ま
市
で
は
、
年
齢
に
応
じ
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
、
特
定
健
診
、
長
寿
健
診
を
市

内
公
民
館
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

希
望
す
る
方
は
各
種
が
ん
検
診
（
一
部
有
料
）

が
受
診
で
き
ま
す
が
、「
胃
が
ん
検
診
」
の

受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
午
前
中
の
み
の
実

施
と
な
り
ま
す
。
午
後
の
実
施
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
受
診
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
年
に
１
回
は
健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
、
ご

家
族
の
み
な
さ
ま
の
健
康
管
理
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

市
議
会
議
員
選
挙　

立
候
補
予
定

者
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
う
る
ま
市
議
会
議
員

選
挙
が
９
月
26
日
（
日
）
執
行
予
定
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
と　

き
】　

８
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

【
と
こ
ろ
】
石
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階

※
出
席
者
数
は
、
立
候
補
予
定
者
あ
た
り
３

人
ま
で
で
す
。

障
が
い
福
祉
課

1
９
７
３
｜
５
４
５
２

健
康
支
援
課

1
９
７
３
｜
３
２
０
９

選
挙
管
理
委
員
会1

９
７
３
｜
４
３
３
２

う
る
ま
市
文
化
協
会
事
務
局

1
９
７
８
｜
２
３
３
９

う
る
ま
市
文
化
協
会
事
務
局

1
９
７
８
｜
２
３
２
９

７月は県産品奨励月間です。
『美ら島の　元気の源　県産品』

　県では、県産品の使用奨励と需要の創出による
景気の維持、拡大を図り、経済の活性化を促進す
るため、産業界・消費者・行政等全県民と一体と
なって、県産品奨励運動を展開しています。
　皆様には、本月間を契機に、今一度県産品の良
さを再認識され、これまで以上に愛用していただ
くようお願い申し上げます。

1８６６−２３３7
1８５９−６１９１

沖縄県観光商工部商工振興課
（社）沖縄県工業連合会

消防設備士試験
【 試 験 日 】
【試験の種類】

【 試 験 会 場 】
【願書受付期間】
【案内書配布先】
【 受 付 方 法 】
【お問い合わせ】

10月31日（日）
甲種（特類・第１類・第４類・第５類）
乙種（第１類・第４類・第６類・第７類）
沖縄国際大学
９月24日（金）〜10月１日（金）
市消防本部、具志川消防署、与勝消防署
願書を下記へ郵送又は直接窓口へ持参
（財）消防試験研究センター沖縄県支部
〒900− 0029
那覇市旭町116− 37　自治会館６階
1 941− 5201
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Ｂ
＆
Ｇ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
普
及
大
会

　

海
岸
の
ク
リ
ー
ン
活
動
及
び
カ
ヌ
ー
、
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
、ヨ
ッ
ト
、ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー

等
の
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
的
に
開
催

し
ま
す
。

【
と　

き
】　

８
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】
海
中
道
路
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
周
辺

【
対　

象
】
小
、
中
、
高
、
一
般

【
申
込
方
法
】
当
日
会
場
に
て
受
付

※
悪
天
時
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

社
会
体
育
課
（
Ｂ
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

1
９
７
８
｜
６
０
４
０

ハ
ブ
に
ご
注
意
！

　

沖
縄
県
に
は
22
種
類
の
ヘ
ビ
が
い
ま
す

が
、
毒
ヘ
ビ
は
８
種
類
で
、
そ
の
中
で
危
険

な
の
は
ハ
ブ
、
ヒ
メ
ハ
ブ
、
サ
キ
シ
マ
ハ
ブ
、

タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の
４
種
類
で
す
。
ハ
ブ
対
策

と
し
て
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
ハ
ブ
に

よ
る
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
ハ
ブ
対
策
の
方
法
】

①
隠
れ
場
所
を
な
く
す
。

②
侵
入
を
防
ぐ
。

③
ハ
ブ
が
出
た
ら
、関
係
機
関
（
警
察
・
消
防
・

市
役
所
の
環
境
課
）
に
連
絡
す
る
。

④
畑
や
山
で
は
咬
ま
れ
な
い
よ
う
工
夫
す
る
。

【
も
し
、
ハ
ブ
に
か
ま
れ
た
ら
】

①
ハ
ブ
に
か
ま
れ
た
ら
、
大
声
で
助
け
を
呼

環
境
課

1
９
７
３
｜
５
５
９
４

び
、
車
で
病
院
に
運
ん
で
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。（
あ
わ
て
て
走
る
と
毒
の
回
り
が
早

く
な
り
ま
す
。）

②
傷
口
か
ら
血
と
一
緒
に
毒
を
吸
い
出
し
ま

す
。（
専
用
の
吸
引
器
が
な
い
場
合
は
口

で
吸
い
出
し
ま
す
。
虫
歯
や
口
内
に
キ
ズ

が
あ
っ
て
も
軽
い
炎
症
を
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
心
配
い
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

毒
は
飲
み
込
ん
で
も
、
胃
の
中
で
消
化
分

解
さ
れ
る
の
で
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

③
病
院
ま
で
時
間
が
か
か
る
場
合
は
、
指
が

１
本
通
る
程
度
に
ゆ
る
く
縛
り
ま
す
。（
傷

口
か
ら
心
臓
に
近
い
部
分
を
ゆ
る
く
縛
り

ま
す
。
強
く
縛
る
と
血
の
流
れ
が
止
ま
り
、

逆
効
果
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

必
ず
15
分
に
１
回
は
ゆ
る
め
ま
し
ょ
う
。）

不
正
改
造
は
犯
罪
で
す
！

　

自
動
車
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
移
動
手

段
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
娯
楽
の
道

具
と
し
て
様
々
な
部
品
等
が
販
売
さ
れ
て
お

り
、
手
軽
に
取
付
等
が
出
来
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
①
ク
リ
ア
レ
ン
ズ
等
に

よ
る
灯
光
の
色
変
更
②
タ
イ
ヤ
、
ホ
イ
ー
ル

の
車
体
外
へ
の
は
み
出
し
③
基
準
外
の
ウ
イ

ン
グ
の
取
り
付
け
な
ど
は
、
他
の
交
通
の
妨

げ
と
な
る
た
め
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ど
の
よ
う
な
改
造
が
不
正
改

造
車
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
の
排
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tenken-seibi.com

/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

不
正
改
造
車
を
見
か
け
た
ら
、
左
記
ま
で

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
不
正
改
造
車
１
１
０
番
」

・
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸
部
車
両
安
全
課　

　

1
８
６
６
｜
１
８
３
７

市
民
生
活
課

1
９
７
３
｜
５
４
８
７

　うるま市の障害者相談員として、次の方々が
県の委託を受けて活動しています。身体障害者
及び知的障害者本人またはその保護者からの相
談に応じ、必要な指導、助言を行うとともに障
害者の援護思想の普及等を図り、福祉の増進を
目的としています。
　また、市内には、障害者自立支援法にもとづ
く「障害者相談支援事業所」が、県の指定をう
けて障害者や家族から様々な相談を受け活動し
ています。お気軽にご相談ください。

【身体障害者相談員】
・楚

そ な ん

南　康
やすのり

範　うるま市字赤道９６７
　　　　　　　1９７４−０６３９
・福

ふくはら

原　武
た け お

男　うるま市字喜屋武３４６
　　　　　　　1９７３−７１６９
・玉

たまもと

元　武
たけいち

一　うるま市勝連南風原３３９−２
　　　　　　　1９７８−２０４３
・兼

か ね く

久　隆
た か お

夫　うるま市与那城屋慶名１５９４
　　　　　　　1９７８−２４６７

【知的障害者相談員】
・外

ほ か ま

間　哲
て つ お

雄　うるま市喜仲１−５−２６
　　　　　　　1９７４−７８１６
・幸

こ う ち

地　鈴
す ず か

華　うるま市石川赤崎２−１６−１７
　　　　　　　1０９０−７１５７−８９２７

【指定障害者相談支援事業所】
・社会福祉法人　緑和会（なごみ）
　　　　　　　1９６４−５０４５
・社会福祉法人　美原福祉会
　　　　　　　1９６５−３３０８
・社会福祉法人　中陽福祉会（あやはし苑）
　　　　　　　1９７８−１２８０
・社会福祉法人　起産石川
　　　　　　　1９６４−２２８６
・うるま市社会福祉協議会（あいあい）
　　　　　　　1９７９−０５５５
・株式会社　つながり
　　　　　　　1９６３−４１２７

●  障害者相談員の紹介  ●

障がい福祉課　1 973 − 5452
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雑
貨
市
じ
ん
ぶ
ん
屋

〜
手
作
り
雑
貨
展
〜

　

う
る
ま
市
内
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
と
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
と　

き
】
７
月
26
日
（
月
）

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時　

入
場
無
料

【
と
こ
ろ
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

　
　
　
　
　

大
研
修
室

ネ
コ
の
糞（
ふ
ん
）か
ら
感
染
す
る

病
気
に
気
を
付
け
て
！

　

ネ
コ
の
ふ
ん
に
寄
生
し
て
い
る
寄
生
虫

が
、
人
に
も
寄
生
し
て
病
気
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

　

失
明
、
知
的
障
害
、
聴
力
障
害
等
が
あ
り
、

特
に
、
失
明
は
健
康
な
人
で
も
起
こ
り
え
ま

す
。

　

こ
れ
は
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症
と
呼
ば
れ
、

ネ
コ
が
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
に
感
染
す
る
の
は

人
と
同
じ
で
、
汚
染
さ
れ
た
エ
サ
や
生
肉
を

食
べ
た
り
、
汚
染
さ
れ
た
水
を
飲
む
こ
と
に

よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

　

人
は
通
常
、
ネ
コ
に
触
る
だ
け
で
は
感
染

し
ま
せ
ん
。
そ
の
か
わ
り
、
人
は
ネ
コ
の
ふ

ん
に
触
れ
た
手
で
飲
食
し
た
と
き
に
感
染
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
園
の
砂
場
や
趣
味
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で

土
や
砂
を
触
る
機
会
が
多
い
方
は
、
よ
く
手

を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
う
っ
か
り
、
ネ
コ
の
ふ

ん
を
触
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

空
き
地
の
草
刈
り
作
業
に
も
注
意
が
必
要

で
す
。
あ
や
ま
っ
て
ネ
コ
の
乾
燥
し
た
ふ
ん

を
粉
砕
し
、
そ
の
粒
子
が
目
に
入
り
、
失
明

を
し
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
な
に
よ
り
、
ネ
コ
を
飼
っ
た
り
、

関
係
す
る
人
は
ネ
コ
の
ふ
ん
を
毎
日
き
ち
ん

と
片
づ
け
、
手
洗
い
を
し
っ
か
り
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

ネ
コ
の
ふ
ん
は
乾
燥
す
る
前
に
、
早
め
に

片
づ
け
る
の
が
大
事
で
す
。

募　

集

第
５
回
う
る
ま
市
エ
イ
サ
ー
ま
つ

り
出
店
者
募
集

出
店
説
明
会
及
び
場
所
抽
選

【
と　

き
】
８
月
17
日(
火
）
午
後
２
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
商
工
会

　
　
　
　
　

石
川
支
所　

２
階
ホ
ー
ル

【
対　

象
】
市
内
外
業
者

【
定　

数
】
約
35
業
者

【
申
込
期
限
】

　

８
月
２
日
（
月
）
〜
８
月
13
日
（
金
）

　

但
し
、
定
数
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
う
る
ま
市
商
工
会
石
川
支
所

1
９
６
５
｜
４
４
４
１

・
商
工
観
光
課(

エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
事
務
局
）

1
９
６
５
｜
５
６
３
４

い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

1
９
８
２
｜
４
１
４
０

子
育
て
マ
マ
の
就
職
講
座

（
託
児
機
能
付
き
）

パ
ソ
コ
ン
入
門
か
ら
就
職
対
策
ま
で

【
講
座
日
程
】

　

８
月
４
日
（
水
）
〜
９
月
８
日
（
水
）

　

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】
嘉
手
納
町
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー

【
対　

象
】
就
職
を
希
望
す
る
女
性
で
講
座

の
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

【
定　

員
】
20
名

【
受
講
料
】
無
料

【
締
切
日
】
７
月
28
日
（
水
）
午
後
４
時

【
申
し
込
み
先
】

　

沖
縄
県
中
部
中
央
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

沖
縄
県
中
部
中
央
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

1
８
６
０
｜
７
５
１
５

商
工
観
光
課

1
９
６
５
｜
５
６
３
４

放
送
大
学
10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
22
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

【
出
願
期
間
】
８
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
沖
縄
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

環
境
課

1
９
７
３
｜
５
５
９
４

放
送
大
学
沖
縄
学
習
セ
ン
タ
ー

1
８
９
５
｜
５
９
５
２

　厚生労働省社会・援護局援護企画課から慰霊巡
拝の案内があります。参加を希望するご遺族の方
は市民生活課までお問い合わせください。

平成 22 年度慰霊巡拝の実施について

地名 内申締切日
東部ニューギニア（１班）

７月２０日（火）東部ニューギニア（２班）
第１次硫黄島
ミャンマー（１班）

８月１３日（金）
ミャンマー（２班）
マリアナ諸島

９月１７日（金）マリアナ諸島（分派班）
トラック諸島
フィリピン（１班）

９月２４日（金）フィリピン（２班）
フィリピン（３班）
ギルバート諸島

１０月２２日（金）
第２次硫黄島

市民生活課　1 973 − 5487
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高
齢
者
の
雇
用
・
就
業
を
促
進
す

る
た
め
の
講
習
会

【
対
象
者
】

　

原
則
60
歳
代
前
半
層
の
就
職
希
望
者

【
定　

員
】
各
20
名

【
受
講
料
】
無
料

①
「
子
育
て
補
助
員
養
成
」
講
習

　

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
、
事
故
防
止
対

策
、
現
場
実
習
な
ど

【
と　

き
】
８
月
６
日
（
金
）
〜
20
日
（
金
）

　
　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　

※
土
日
祝
祭
日
を
除
く　

計
11
日
間

【
と
こ
ろ
】
沖
縄
中
央
学
園
（
予
定
）

②
「
衣
服
リ
フ
ォ
ー
ム
」
講
習

　

衣
服
類
リ
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
作
業
要
領

や
商
品
の
基
礎
知
識
な
ど
を
習
得

【
と　

き
】
８
月
３
日
（
火
）
〜
17
日
（
火
）

　
　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　

※
土
日
祝
祭
日
を
除
く　

計
11
日
間

【
と
こ
ろ
】

　

沖
縄
ブ
ラ
イ
ダ
ル
モ
ー
ド
学
園
（
予
定
）

【
申
込
み
先
】

・
う
る
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

1
９
７
２
｜
２
２
６
７

・
沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

1
８
７
１
｜
０
３
３
０

（
社
）沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

1
８
７
１
｜
０
３
３
０

平
成
22
年
度
後
期
職
業
訓
練
生
募
集

・
Ｏ
Ａ
事
務
科

・
販
売
実
務
科
（
知
的
障
害
者
コ
ー
ス
）

・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
（
委
託
訓
練
）

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
委
託
訓
練
）

・
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
科
（
委
託
訓
練
）

【
募
集
期
間
】

　

８
月
９
日
（
月
）
〜
８
月
20
日
（
金
）

【
授
業
料
】
無
料
（
但
し
テ
キ
ス
ト
代
、
検

定
代
、
教
材
等
は
自
己
負
担
）

※
詳
し
く
は
、
具
志
川
職
業
能
力
開
発
校
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度
建
築
技
能
研
修

〜
雇
用
最
適
化
支
援
事
業
〜

　

型
枠
工
・
鉄
筋
工
へ
の
即
戦
力
を
養
成
す

る
研
修
で
す
。

【
研
修
期
間
】

・
８
月
２
日
（
月
）
〜
９
月
24
日
（
金
）

・
平
成
23
年
１
月
11
日
（
火
）
〜

３
月
４
日
（
金
）

【
と
こ
ろ
】
浦
添
市
及
び
那
覇
市

【
対
象
者
】
経
験
者
・
未
経
験
者
は
問
い
ま

せ
ん
。

※
型
枠
工
・
鉄
筋
工
で
在
職
中
の
方
は
受
講

で
き
ま
せ
ん
。

【
定　

員
】
20
名

【
受
講
料
】
無
料

県
立
具
志
川
職
業
能
力
開
発
校

1
９
７
３
｜
６
６
８
０

社
団
法
人
沖
縄
県
建
設
業
協
会

1
８
７
６
｜
５
２
１
１

　　

・都合により変更する場合があります。事前にご確認ください。　・申し込み人数が定員を超した場合は抽選になります。
・受講者が１０人に達しない教室は開講できません。　　　　　　・講座は無料です。（教材費は自己負担になります。）
・詳細はうるま市ホームページ、または実施する地区公民館へお尋ねください。

募集期間：平成22年7月20日（火）〜23日（金）

申込・実施場所 講座の内容 期間・回数・時間 対象

勝連地区公民館
1９７８−７１９４ 親子　星空観察会 8月 16日（月）　午後 7時〜 9時 親子 20組

小学 3年生以上

石川地区公民館
1９６４−３４３３

心と体をいやすアロマ 8月 10日〜 9月 21日　毎週火曜日
午後 7時〜午後 9時　全 6回 一般成人

ズンバ・で・ダンス 8月 13日〜 9月 17日　毎週金曜日
午後 2時〜午後 4時　全 6回 一般成人

与那城地区公民館
1９７８−６８３６

コマ・はと笛作り 8月 4日（水）・11日（水）
午後 2時〜 4時　全 2回 親子 15組

クレヨンで布に描いてみよう
〜親子でつくろう！マイバッグ〜

8月 19日（木）・20日（金）
午後 2時〜 4時　全 2回 親子 15組

うるま市立公民館講座のごあんない
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i n f o r m a t i o n
「
第
６
回
う
る
ま
市
民
書
道
展
」

作
品
募
集

　

市
書
道
振
興
会
・
市
教
育
委
員
会
・
市
文

化
協
会
共
催
の
市
民
書
道
展
を
開
催
し
ま

す
。
市
民
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

【
作
品
受
付
】

　

８
月
１
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
（
時
間
厳
守
）

　

石
川
会
館

【
応
募
規
定
】

○
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
し
て
い
る
大
学

生
、
一
般
成
人
。
一
人
２
点
以
内
。

○
課
題
内
容
は
書
道
一
般
と
し
、
篆て

ん
こ
く刻
、
墨

絵
も
可(

着
彩
画
は
不
可
、
出
来
る
だ
け

画
讃
を
入
れ
る)

。
規
格
は
随
意
と
す
る
。

○
軸
装
又
は
額
装
と
す
る
。

○
釈
文
は
楷
書
で
わ
か
り
や
す
く
。(

活
字

の
コ
ピ
ー
も
可)

○
会
費
３
千
円
を
受
付
時
に
納
入
す
る
。

○
落
款
印
を
押
印
す
る
。

○
誤
字
、
脱
字
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
展
示
会
】
石
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

10
月
８
日
（
金
）
〜
11
日
（
月
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】
う
る
ま
市
書
道
振
興
会

　

会
長　

伊い

は覇 

和か
ず
お男
（
峻
道
）

1
９
７
３
｜
９
３
３
４

文
化
課

1
９
７
３
｜
４
４
０
０

「うるま市地域密着型サービス」指定事業予定者の公募について
　介護保険施設や居宅サービス事業所等の基盤整備を進めるため、地域密着型サービス事業の指定事業
予定者を公募いたします。

【公募内容】

※小規模多機能型居宅介護の日常生活圏域ごとの必要整備量は「石川、与那城、勝連」地域のうち１か
所とします。

※認知症対応型共同生活介護の日常生活圏域ごとの必要整備量は「具志川第１、具志川第２」地域のう
ち１か所とします。

【応募資格】 
①介護保険法第７８条の２第４項各号又は同法第１１５条の１２第２項各号に該当しないこと。
②事業主体及び法人の役員とその両者の配偶者及び３親等以内の親族が介護保険事業の指定取消の履歴

があった場合は、指定取消より５年を経過していること。
③沖縄県内に住所を有している法人であること。
④公租公課の滞納が無いこと。
※開設予定者が、設置主体の理事長等代表者（新設法人の場合は就任予定者）であること。
※確実な事業及び運営を行うために十分な経済基盤、事業に対する知識経験を有する者であること。

【応募方法及び提出先】 
　本公募に申し込みを希望する事業者は、公募申込に関する提出書類をうるま市役所福祉部介護長寿課
まで直接持参していただくか、書留郵便で提出してください。
※要領・様式等については、うるま市ホームページ「各課の案内→福祉部介護長寿課」からダウンロード

できます。

【公募通知方法】 
　うるま市役所ホームページ掲載　平成 22 年６月 18 日（金）〜７月 30 日（金）

【応募書類提出期間】
　平成 22 年７月 20 日（火）〜７月 30 日（金）（午前８時 30 分〜午後５時 15 分）
　　※土・日を除く

【お問い合わせ】
　介護長寿課介護給付係　　担当　瑞慶山
　1９７３−３２０８（内線１１３３）
　うるま市ホームページ　http：//www.city.uruma.lg.jp

地域密着型サービスの種類 日常生活圏域ごとの整備予定 整備予定量
小規模多機能型居宅介護 石川、与那城、勝連地域 １か所
認知症対応型共同生活介護 具志川第１地域、第２地域 １か所
認知症対応型通所介護 うるま市全域 １か所
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医
療
事
務
技
術
講
習

　

医
療
事
務
管
理
士
の
資
格
取
得
を
め
ざ
す

講
習
で
す
。

【
講
習
期
間
】

　

８
月
11
日
（
水
）
〜
９
月
15
日
（
水
）

　

講
習
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

講
習
曜
日
：
月
・
水
・
金

※
検
定
日
は
９
月
25
日
（
土
）

【
と
こ
ろ
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

【
受
講
資
格
】

①
概
ね
40
歳
ま
で
の
就
業
の
意
思
の
あ
る
女

性
で
、
習
得
し
た
資
格
を
活
か
し
た
職
に

就
き
た
い
方
（
現
在
仕
事
に
就
い
て
い
る

方
、
学
生
・
新
卒
・
妊
婦
の
方
を
除
く
）

②
講
習
の
全
日
程
に
出
席
で
き
る
方
（
検
定

試
験
受
験
が
条
件
で
す
）

③
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
な
方

【
定　

員
】
20
名

【
経　

費
】
２
４
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
教
材
費
・
検
定
料
等
）

【
申
込
方
法
】
受
付
場
所
に
来
所
し
、
所
定

様
式
に
よ
り
申
し
込
む
。

【
申
込
期
間
】
７
月
26
日
（
月
）・
27
日
（
火
）

・
午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

・
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

【
受
付
場
所
】

　

沖
縄
県
労
政
・
女
性
就
業
セ
ン
タ
ー

　
（
那
覇
）　　
　

 

1
８
６
３
｜
１
７
８
８

　
（
沖
縄
相
談
所
）
1
９
３
４
｜
６
６
０
７

【
選　

考
】
８
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
　

筆
記
試
験
・
面
接

企
業
立
地
雇
用
推
進
課

1
９
６
５
｜
５
６
１
１

うるま市職員採用候補者試験及び身体障害者を対象としたうるま市職員採用選考試験
【職種及び採用予定人員】
①行政職（上級・中級・初級）　②上級土木職
③建築職　④保育士・幼稚園教諭職　⑤消防職
⑥行政職（身体障害者対象）
　※各職種とも若干名

【受験資格】各項目すべてに該当する必要があります
①行政職（上級・中級・初級）
・昭和５６年４月２日以後出生した者
・上級は学校教育法に基づく四年制大学、中級は
短期大学、初級は高等学校、若しくはこれらと
同等の学校を卒業した者、又は平成２３年３月
３１日までに卒業見込みの者

②上級土木職
・昭和５６年４月２日以後出生した者
・学校教育法に基づく四年制大学、若しくはこれ
らと同等の学校を卒業した者、又は平成２３年
３月３１日までに卒業見込みの者

・大学等において土木に関する専門課程を履修し
た者、又は１級・２級土木施工管理技士の資格
取得者

③建築職
・昭和４６年４月２日以後出生した者
・平成２２年７月３０日現在、一級建築士免許を
有する者

④保育士・幼稚園教諭職
（試験は保育士職で実施し、市立保育所等又は市立
幼稚園いずれかに従事します）
・昭和５６年４月２日以後出生した者
・保育士資格と幼稚園教諭免許の両方を有する者、
又は平成２３年３月３１日までに取得見込みの者

⑤消防職
・昭和５８年４月２日以後出生した者
・平成２２年７月３０日現在、救急救命士免許を
有する者

・普通自動車運転免許を有する者（ＡＴ限定の免
許取得者は除く）

平成22年度

⑥行政職（身体障害者対象）
・自力により通勤ができ、かつ、介護者なしに職
務遂行が可能な者

・身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度
が１級から６級までの者

・昭和４６年４月２日から平成５年４月１日まで
に出生した者

・活字印刷文による出題に対応でき、かつ、口頭
による面接試験に対応できる者

・平成２２年７月１日現在、うるま市の住民基本
台帳に登録され、引き続き市内に住所を有する
者（就学のため一時的に市外に住所を有する者
を含む。）

※詳細については、試験要項をご確認ください。

【一次試験期日・場所】
期日：平成２２年９月１９日（日）　午前９時３０分
※消防職の体力テストは、９月１８日（土）午前９
時３０分
場所：試験要項で表示します。

【試験科目（一次試験）】
・教養試験（全職種）
※建築職、保育士・幼稚園教諭職、消防職は、中級
試験区分（短期大学卒業程度）とする。
行政職（身体障害者対象）は、初級試験区分（高
等学校卒業程度）とする。
・専門試験（上級行政職、上級土木職、建築職、保育士・
幼稚園教諭職）
※詳細については試験要項をご確認ください。

【試験要項・試験申込書の配布及び受付】
・平成２２年７月３０日（金）〜８月１２日（木）
　土・日を除く午前８時３０分から午後５時１５分まで

【お問い合わせ】
総務部　職員課　人事係　1９７３−５２５１
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◆市民無料法律相談
うるま市顧問弁護士：ゆあ法律事務所　宮國英男弁護士
　【と　き】毎月第２木曜日　午後２時〜午後４時
　【ところ】石川庁舎（1階市民相談室）
　【受　付】市民ロビー　午後 1時受付開始

　【と　き】毎月第 4木曜日　午後 2時〜午後 4時
　【ところ】本庁（１階市民相談室）
　【受　付】2階市民生活課　午後 1時受付開始

※先着 8名
午後１時から受付カードを配布しますが、法律相談は
先着８名までとなっておりますので、お早めにご来庁
ください。窓口が大変混み合い相談を受けることが出
来ない場合がありますので予めご了承ください。

うるま市民無料相談所の開設うるま市民無料相談所の開設
Ｂ
Ｐ
Ｏ
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
対
応

事
務
職
の
た
め
の
就
職
支
援
講
座

　

Ｂ
Ｐ
Ｏ
概
論
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話
、
事
務
応
用
、
経
理
業
務
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど

【
講
座
日
程
】
８
月
２
日
（
月
）
〜
30
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
（
土
日
祝
祭
日
は
除
く
）

【
会　

場
】
海
邦
電
子
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

【
対　

象
】

①
県
内
在
住
の
求
職
者
で
早
期
の
就
職
を
希

望
す
る
方

②
講
座
の
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

【
定　

員
】
25
名

【
受
講
料
】
無
料

【
申
込
方
法
】
沖
縄
県
中
部
中
央
地
域
雇
用

創
造
協
議
会
へ
電
話
で
申
し
込
み

【
締
切
日
】
７
月
26
日
（
月
）
午
後
４
時

【
面
接
選
考
】
７
月
28
日
（
水
）

※
時
間
は
前
日
ま
で
に
申
込
者
へ
電
話
連
絡

し
ま
す
。

夏
休
み
ア
ニ
メ
子
供
劇
場
＆
ア
ニ
メ

が
生
ま
れ
る
ま
で
！

　

県
産
短
編
ア
ニ
メ
上
映
と
ア
ニ
メ
勉
強
会

企
業
立
地
雇
用
推
進
課

1
９
６
５
｜
５
６
１
１

沖
縄
県
中
部
中
央
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

1
８
６
０
｜
７
５
１
５

【人権相談】
近隣のトラブル、家庭内のもめごと､ いじめ､ 体罰など人権
問題でお困りの方。
※法務局沖縄支局でも平日相談可能です。1937-3278

【行政相談】
国の行政や特殊法人についての苦情や意見・要望を受け付けます。
※沖縄行政評価事務所でも平日相談可能です。
　1867-1100

【消費者相談】
マルチ商法やＳＦ商法（沖縄では「ハイハイ学校」）などの悪質
商法、架空請求や金融問題 (多重債務 )等に対するトラブル等に
ついて消費生活専門員が対応します。
※沖縄県県民生活センターでも平日相談可能です。
　1863-9214
※相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽にご相談ください。

連絡先：市民生活課　  973-5487

◆人権・行政合同相談所
【と　き】７月１６日（金）午前 10 時〜午後４時
【ところ】勝連庁舎　１階社協会議室（人権）
　　　　　　　　　  ボランティア室（行政）
◆消費者相談

【と　き】毎週水曜日　午前 10 時〜午後 4 時
【ところ】市役所本庁１階　市民相談室

【
と　

き
】
８
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　

午
後
の
部　

午
後
２
時
〜
４
時

【
と
こ
ろ
】

　

う
る
ま
市
Ｉ
Ｔ
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
２
号
館

【
対　

象
】
市
内
在
住
の
小
学
生
ほ
か

【
定　

員
】
各
50
名
（
抽
選
）

【
参
加
料
】
無
料

【
申
込
方
法
】
は
が
き
で
の
申
し
込
み

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

オ
キ
ナ
ワ
デ
ジ
タ
ル
モ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

う
る
ま
市
石
川
赤
崎
２

−

20

−

１

1
９
８
９
｜
１
０
８
０
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ご寄付・ご寄贈ありがとうございます

444 件
420 人

1 件

救急出場件数
搬送人員
火災件数
（　）は平成 22年１月からの累計。

（2,248件）
（2,092人）
（14件）

＋ 52
＋ 20
＋ 32
＋ 53

118,303 人
59,084 人
59,219 人
44,311 戸

人　口  
 男   
 女         
世帯数

2010年 6月1日 前月比

うるま市の人口 

うるま市社会福祉協議会へ

 うるま市育英会へ

大切な命を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。

｢

総
合
労
働
相
談｣

の
窓
口
に
つ
い
て

〜
悩
ま
な
い
で
ご
相
談
を
！
〜

　

職
場
で
の
解
雇
や
い
じ
め
な
ど
の
相
談
を

労
働
者
・
事
業
主
な
ど
か
ら
お
受
け
し
て
お

り
ま
す
。

※
個
別
労
働
問
題
の
解
決
、
援
助
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
セ
イ
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト｢

個

別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す

る
法
律｣

が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
沖
縄
労
働
局
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　

1
８
６
８

−

６
０
６
０

・
沖
縄
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
（
沖
縄
労
働
基
準
監
督
署
内
）

　
　

1
９
８
２

−

１
４
０
０

沖
縄
労
働
局
相
談
コ
ー
ナ
ー

1
８
６
８
｜
６
０
６
０

消防活動状況（平成 22 年 5 月） 

◎あなたも救命のリレーに参加しませんか。
※ＡＥＤは誰でも使える救命の道具です、応急手当講習
会を受講して使い方を覚えましょう！

　すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した
人たちの更生について理解を深め、それぞれの立
場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい
社会を築いていこうとする運動です。

①犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう
②犯罪や非行に陥らないよう地域社会で支えよう
③これらの点について、地域社会の理解が得られ
るよう協力しよう

世界遺産勝連城跡修復寄附金
☆沖縄県ユネスコ協会様より３万円の寄付
☆東京都大田区ユネスコ協会様より10万円の寄付

☆與
よ こ だ

古田勇
いさむ

様（字赤野）より10万円の寄付
☆森

もりやま

山賢
けんいち

一様（字安慶名）より10万円の寄付
☆新

あらかき

垣真
しんじょう

情様（勝連平敷屋）より10万円の寄付
☆金

きんじょう

城晋
ひろし

様（字天願）より30万円の寄付
☆宮

みやぐに

國英
ひ で お

男沖縄弁護士会会長就任祝賀会実行委員会
様より５万円の寄付

☆知
ち ね ん

念嘉
か え い

栄様（みどり町）より10万円の寄付
☆與

よ こ だ

古田勇
いさむ

様（字赤野）より10万円の寄付
☆崎

さきはま

濱吉
よ し こ

子様（石川）より５万円の寄付
☆宮

みやぐに

國英
ひ で お

男沖縄弁護士会会長就任祝賀会実行委員会
様より５万円の寄付

７月は『社会を明るくする運動』強調月間です７月は『社会を明るくする運動』強調月間です

法務省・那覇保護観察所・中部北保護区保護司会

「こないだろう」 それがあぶない 「きてるかも」

をスローガンに、平成 22年夏の交通安全県民運
動が７月 12 日（月）から７月 21 日（水）まで
の 10日間県内一斉に実施されます。
※正しい交通ルール・マナーを習慣付け、交通事
故の無いうるま市を目指しましょう！

夏の交通安全県民運動が始まります！

うるま市交通安全推進協議会



2010年11月11日～12月 9日

2010年 9月10日～10月 8日

2010年10月13日～11月10日

2010年 8月 9日～ 9月 8日

2010年 7月7日、14日、21日、28日
各4日間

第1期：2010年 7月6日、13日、20日、27日

第2期：2010年 8月10日、17日、24日、31日
各4日間

第2期：2010年 11月初旬 開講予定

中級：2010年 9月11日～12月11日

中国語コース：10:00～13:00

韓国語コース：14:00～17:00

2010年 8月7日 ～ 2011年 1月29日

【申込期間：8月2日～8月12日】

【申込期間：6月2日～7月2日】

【申込受付中！！】

【申込締切】10/12（火）

昼の部：10/6（水）

11/4（木）

もの

づくり

3D-CAD/CAE技術者育成研修
【CAD利用技術者試験 取得可能】

■石川地域活性化センター 舞天館■

2010年10月26日（火）～2011年2月28日（月）

（土日祝祭日休み　約90日間）

ハイエンド3DCADのソフトウェア（CATIA、NX）操作方
法と、ものづくり知識（設計・解析技術）を修得、家
電製品や自動車、玩具などの設計技術者を目指します。
※2次元CADとは異なります。




